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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の衛星よりの衛星放送を受信する衛星放送受信チューナ装置が接続され、前記衛星
放送受信チューナ装置に衛星切換え信号を送信することができると共に当該衛星放送受信
チューナ装置のチャンネルを選局して予約録画信号を得ることができるようになされた電
子機器において、
　前記衛星放送受信チューナ装置に衛星切換え信号を送信するかしないかを選択する操作
と、各々の衛星よりの衛星放送について電子番組表を表示させるためのＥＰＧデータを取
得するチャンネル番号を選択する操作と、ＥＰＧデータを取得する時刻を選択する操作と
、所定の条件に一致する番組の自動録画予約を行うチャンネルを選択する操作とを行うた
めの操作画面を表示手段に表示させる処理と、
　前記操作画面で選択された時刻に、前記操作画面で選択されたＥＰＧデータを取得する
チャンネル番号について順次ＥＰＧデータを取得する処理であって、直前にＥＰＧデータ
を取得したチャンネル番号とは異なる衛星よりの衛星放送のチャンネル番号についてＥＰ
Ｇデータを取得する際には該異なる衛星よりの衛星放送のチャンネル番号への切換えを行
う処理と、
　前記操作画面で選択された自動録画予約を行うチャンネルについて、取得したＥＰＧデ
ータに基づいて前記所定の条件に一致する番組の録画予約を行う処理と、
　前記操作画面で選択された時刻が既に録画予約を行った番組の時刻と重なる場合に、前
記操作画面上に警告表示を行う処理と
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を行う制御手段
　を備えた電子機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は複数の衛星よりの衛星放送を受信する衛星放送受信チューナ装置例えばＣＳ（Ｃ
ｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）チューナ装置が接続できると共にこの
衛星放送受信チューナ装置のチャンネルを選局して予約録画信号を得ることができるよう
になされた電子機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来「ＳＫＹサービス」及び「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス」用の２個の衛星よりの衛星
放送を受信する衛星放送受信チューナ装置であるＣＳチューナ装置が接続できると共にこ
のＣＳチューナ装置のチャンネルを選局して予約録画信号を得、種々の予約録画ができる
ようになされた電子機器が提案されている。
【０００３】
ところで従来、この電子機器においてＣＳチューナ装置の「ＳＫＹサービス」を受けると
きと「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス」を受けるときで異なる衛星よりの衛星放送を受信す
るので、ＣＳチューナ装置の受信用のアンテナを切換える必要があった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　然しながら、この「ＳＫＹサービス」のチャンネルから「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス
」のチャンネルを選局したとき又は「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス」のチャンネルから「
ＳＫＹサービス」のチャンネルを選局したときはＣＳチューナ装置の受信用のアンテナを
切換える必要があり、この電子機器より衛星切換え信号を送信している。
【０００５】
　また近年、このＣＳチューナ装置として、衛星切換え信号を送信しなくても「ＳＫＹサ
ービス」と「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス」との受信用のアンテナの切換えをソフト的に
行い、所謂シームレス選局ができるようにしたものが提案されている。
【０００６】
　従来のこの電子機器においては斯かるシームレス選局ができるようにしたＣＳチューナ
装置を接続したときにも「ＳＫＹサービス」のチャンネルから「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサー
ビス」のチャンネルに選局したとき又は「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス」のチャンネルか
ら「ＳＫＹサービス」のチャンネルを選局したときは、衛星切換え信号を送信していた。
【０００７】
本発明は斯かる点に鑑み所謂シームレス選局ができるようにしたＣＳチューナ装置（衛星
放送受信チューナ装置）を接続したときには、この利点を生かすことができるようにする
ことを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明電子機器は、複数の衛星よりの衛星放送を受信する衛星放送受信チューナ装置が
接続され、前記衛星放送受信チューナ装置に衛星切換え信号を送信することができると共
に当該衛星放送受信チューナ装置のチャンネルを選局して予約録画信号を得ることができ
るようになされた電子機器において、
　この衛星放送受信チューナ装置に衛星切換え信号を送信するかしないかを選択する操作
と、各々の衛星よりの衛星放送について電子番組表を表示させるためのＥＰＧデータを取
得するチャンネル番号を選択する操作と、ＥＰＧデータを取得する時刻を選択する操作と
、所定の条件に一致する番組の自動録画予約を行うチャンネルを選択する操作とを行うた
めの操作画面を表示手段に表示させる処理と、
　この操作画面で選択された時刻に、この操作画面で選択されたＥＰＧデータを取得する
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チャンネル番号について順次ＥＰＧデータを取得する処理であって、直前にＥＰＧデータ
を取得したチャンネル番号とは異なる衛星よりの衛星放送のチャンネル番号についてＥＰ
Ｇデータを取得する際にはその異なる衛星よりの衛星放送のチャンネル番号への切換えを
行う処理と、
　この操作画面で選択された自動録画予約を行うチャンネルについて、取得したＥＰＧデ
ータに基づいてこの所定の条件に一致する番組の録画予約を行う処理と、
　この操作画面で選択された時刻が既に録画予約を行った番組の時刻と重なる場合に、こ
の操作画面上に警告表示を行う処理と
を行う制御手段
　を備えたものである。
【０００９】
　本発明によれば、衛星放送受信チューナ装置に衛星切換え信号を送信するかしないかを
選択できるようにするとともに、各々の衛星よりの衛星放送について電子番組表を表示さ
せるためのＥＰＧデータを取得するチャンネル番号と、ＥＰＧデータを取得する時刻と、
所定の条件に一致する番組の自動録画予約を行うチャンネルとを選択できるようにした。
そして、選択された時刻に選択されたＥＰＧデータを取得するチャンネル番号について順
次ＥＰＧデータを取得する処理であって、直前にＥＰＧデータを取得したチャンネル番号
とは異なる衛星よりの衛星放送のチャンネル番号についてＥＰＧデータを取得する際には
その異なる衛星よりの衛星放送のチャンネル番号への切換えを行う処理と、選択された自
動録画予約を行うチャンネルについて、取得したＥＰＧデータに基づいて所定の条件に一
致する番組の録画予約を行う処理と、選択された時刻が既に録画予約を行った番組の時刻
と重なる場合に、操作画面上に警告表示を行う処理とが行われるようにした。所謂シーム
レス選局ができるようにした衛星放送受信チューナ装置を接続したときには衛星切換え信
号を送信しないようにすれば、この所謂シームレス選局ができる衛星放送チューナ装置の
利点を生かすことができ、ＥＰＧデータを取得する処理において例えば「ＳＫＹサービス
」のチャンネルから「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス」のチャンネルに切換えるとき又は「
ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス」のチャンネルから「ＳＫＹサービス」のチャンネルに切換
えるときにも衛星切換え信号を送信することなく切換えを行うことができる。
【００１０】
　また、衛星切換え信号の送信を必要とする衛星放送受信チューナ装置を接続したときに
は衛星切換え信号を送信するようにすれば、ＥＰＧデータを取得する処理において例えば
「ＳＫＹサービス」のチャンネルから「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス」のチャンネルに切
換えるとき又は「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス」のチャンネルから「ＳＫＹサービス」の
チャンネルに切換えるときに衛星切換え信号を送信することができるので、「ＳＫＹサー
ビス」及び「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス」の両方のチャンネルのＥＰＧデータを取得す
ることができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下図面を参照して本発明電子機器の実施の形態の例につき説明する。
【００１２】
図１は本例によるシステム構成を示した図である。本例においてはテレビジョン放送信号
を録画するハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００と、ＣＳ放送を受信する
ＣＳチューナ装置２００とを接続し、さらにテレビジョン受像機３００を接続する構成と
している。ハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００は、テレビジョン放送番
組を録画し再生するハードディスクを内蔵して構成してあり、このハードディスク記録再
生装置を備えた電子機器１００には、地上波のテレビジョン放送を受信するチューナが内
蔵されて、例えば地上波用アンテナ９１が接続してある。ＣＳチューナ装置２００は、Ｃ
Ｓ放送を受信するチューナであり、例えばパラボラアンテナ９２ａ、９２ｂが接続してあ
り、パラボラアンテナ９２ａ、９２ｂに取付けられたコンバータ９３ａ、９３ｂからＣＳ
放送の受信波が供給される。
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【００１３】
ＣＳチューナ装置２００は、２つのＣＳ放送サービス（ＳＫＹサービス及びＰｅｒｆｅｃ
ｔＴＶサービス）を受信するように構成してあり、ＣＳチューナ装置２００で受信された
テレビジョン放送（ＣＳ放送）の映像信号と音声信号を、それぞれケーブル９６，９７を
介してハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００に送る。なお、２つの放送サ
ービスは、電波を中継する通信衛星が異なる衛星であり、放送データの形式についても若
干異なる。また、ハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００とＣＳチューナ装
置２００とは、それぞれの機器に用意されたデータ通信ポートをケーブル９８で接続して
双方向に通信できるようにしてあり、ＣＳチューナ装置２００で受信された放送データな
どをハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００に送ることができる。
【００１４】
ハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００では、内蔵された地上波のチューナ
で受信した地上波のテレビジョン放送番組のハードディスクへの記録と、接続されたＣＳ
チューナ装置２００で受信したＣＳ放送のテレビジョン放送番組のハードディスクへの記
録とが行える。
【００１５】
本例の場合には、ＣＳチューナ装置２００で受信するＣＳ放送サービスは、デジタルデー
タ化された映像信号や音声信号が伝送されるデジタル放送サービスであり、これらのデー
タが伝送されるパケットには、ＥＰＧ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｇｕｉｄｅ
）データと称される電子番組データが付加されている。この電子番組データが付加された
パケットが、データ通信ポートを介してＣＳチューナ装置２００からハードディスク記録
再生装置を備えた電子機器１００に送られる。
【００１６】
また、このデータ通信ポート間の接続で、ハードディスク記録再生装置を備えた電子機器
１００側から、ＣＳチューナ装置２００の動作を制御するコントロール信号を送ることが
できる。このコントロール信号による指令としては、ＣＳチューナ装置２００の電源オン
・オフ指令や、チャンネル切換え指令、受信する放送サービスの切換え指令などがある。
また、直接的に動作を指示する指令ではなく、ＣＳチューナ装置２００の現在の動作状態
を問い合わせる指令（例えば電源オン状態であるかスタンバイ状態であるかの問い合わせ
）を送るようにしても良い。
【００１７】
また、ハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００が出力する映像信号と音声信
号を、ケーブル９４，９５を介してテレビジョン受像機３００に接続してある。テレビジ
ョン受像機３００では、この電子機器１００に内蔵されたハードディスクに記録された映
像の表示及び音声の出力が行える。なお、図１では図示してないが、ＣＳチューナ装置２
００とテレビジョン受像機３００を直接接続しても良い。また、ハードディスク記録再生
装置を備えた電子機器１００には、ＣＳチューナ装置２００以外の映像信号源を接続して
、その映像信号源から供給される映像信号及び音声信号を、ハードディスクに記録するこ
ともできる。
【００１８】
次に、ハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００の構成を、図２を参照して説
明する。この電子機器１００に接続された地上波用アンテナ９１は、電子機器１００に内
蔵された地上波用チューナ１０１に接続してあり、この地上派用チューナ１０１で受信し
て得た地上波のテレビジョン放送の映像信号及び音声信号を、切換スイッチ１１０の端子
１１１に供給する。
【００１９】
地上波用チューナ１０１での受信チャンネルについては、この電子機器１００のコントロ
ーラ１２１により制御される。地上波用チューナ１０１で受信する地上波は、アナログ放
送波であるが、予め決められた特定のチャンネルについては、１日に数回、決められた時
間に、映像信号のブランキング期間へのデータの重畳などで、電子番組表を表示させるた
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めのＥＰＧデータを送るようにしてある。このＥＰＧデータは、そのＥＰＧデータが重畳
されたチャンネルの案内だけでなく、その地域で受信可能なほとんどの地上波のチャンネ
ルについての番組を案内するデータとしてある。地上波用チューナ１０１で受信されたＥ
ＰＧデータについては、コントローラ１２１に送るようにしてある。
【００２０】
切換スイッチ１１０は、地上波用チューナ１０１の受信信号と、外部からの入力端子１３
１，１３２，１３３，１３４に得られる信号とを切り換えるスイッチである。入力端子１
３１，１３２は第１の入力部として使用される映像信号の入力端子及び音声信号の入力端
子であり、これらの入力端子に得られる信号を、切換スイッチ１１０の端子１１２に供給
する。入力端子１３３，１３４は第２の入力部として使用される映像信号の入力端子及び
音声信号の入力端子であり、これらの入力端子に得られる信号を、切換スイッチ１１０の
端子１１３に供給する。これらの端子１１１，１１２，１１３に得られる映像信号，音声
信号の内の、コントローラ１２１の制御で選択された信号が、端子１１４に得られる。な
お、図２では、映像信号と音声信号の供給や切換えなどが同時に行われる場合には、両信
号の伝送路を１本の伝送線で示してある。
【００２１】
外部からの入力部の内の、第１の入力部（入力端子１３１，１３２）については、ＣＳチ
ューナ装置２００で受信して出力する映像信号及び音声信号が供給される専用の入力端子
として使用される。
【００２２】
第２の入力部（入力端子１３３，１３４）については、このハードディスク記録再生装置
を備えた電子機器１００で記録したい映像信号及び音声信号が出力される映像信号源が接
続される。例えば、ＢＳチューナやビデオテープ記録再生装置などが接続される。
【００２３】
切換スイッチ１１０で選択された映像信号と音声信号（端子１１４に得られる信号）は、
ＭＰＥＧ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　ｃｏｄｉｎｇ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ
）エンコーダ１０２に供給して、例えばＭＰＥＧ２方式で圧縮符号化されたデジタル映像
データとデジタル音声データとする。このエンコーダ１０２に供給される信号は、アナロ
グ信号であるので、アナログ信号をデジタルデータ化するデジタル変換についても、エン
コーダ１０２内（あるいは別体の回路）で行うようにしてある。
【００２４】
ＭＰＥＧエンコーダ１０２で得られたＭＰＥＧ２方式の映像データ及び音声データは、記
録再生処理部１０３に供給する。記録再生処理部１０３は、ハードディスク１０５に映像
データや音声データなどを記録し再生するための処理を行う回路である。記録再生処理部
１０３にはバッファメモリ１０４が接続してあり、このバッファメモリ１０４にデータを
一時蓄積させながら、記録や再生を行うようにしてある。なお、後述する電子番組データ
についても、コントローラ１２１の制御で、ハードディスク１０５に記録し再生するよう
にしてある。ハードディスク１０５については、スピンドルモータにより高速回転させた
状態で、ヘッドにより記録し再生する構成としてあり、例えば数十Ｇバイトの記録容量で
、数十時間のテレビジョン放送信号を記録することが可能である。
【００２５】
ハードディスク１０５から再生されて、記録再生処理部１０３で処理された映像データ及
び音声データについては、ＭＰＥＧデコーダ１０６に供給して、ＭＰＥＧ２方式からのデ
コードを行う。デコードされた映像データについては、混合器１０７を介してＮＴＳＣエ
ンコーダ１０８に供給し、ＮＴＳＣ方式のアナログ映像信号として、出力端子１３５に供
給する。デコードされた音声データについては、デジタル／アナログ変換器１０９でアナ
ログ音声信号に変換し、そのアナログ音声信号を出力端子１３６に供給する。この出力端
子１３５，１３６が、図１のケーブル９４，９５でテレビジョン受像機に接続される端子
に相当する。
【００２６】
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また、本例のハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００は、ＣＳチューナ装置
２００と通信を行うためのデータ通信ポート１３７を備えている。このデータ通信ポート
１３７でＣＳチューナ装置２００側から伝送されたデータの中から、インターフェース１
２２で必要なデータを抽出して、コントローラ１２１に送る構成としてある。ＣＳチュー
ナ装置２００側からこの電子機器１００に送られるデータとしては、例えば電子番組デー
タがある。また、コントローラ１２１からＣＳチューナ装置２００側に送りたいデータ（
図１の説明で述べた各種指令など）を、インターフェース１２２を介してデータ通信ポー
ト１３７から出力させるようにしてある。
【００２７】
ハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００を操作する指令については、操作キ
ーやリモートコントロール信号の受信部（受光部）で構成される入力部１２３から供給さ
れる構成としてある。例えば、図示しないリモートコントロール装置から赤外線信号で操
作指令が入力部１２３に届くと、その受信した指令をコントローラ１２１に送る。リモー
トコントロール装置やキーの操作などによる指令としては、例えば直接的に録画，再生，
チャンネル切換えなどを指示する指令の他に、このハードディスク記録再生装置を備えた
電子機器１００に接続されたテレビジョン受像機３００での表示を参照しながら、カーソ
ルキーや確定キーなどの操作で多機能の操作を行う、いわゆるＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａ
ｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）操作の指令もある。
【００２８】
コントローラ１２１は、このＧＵＩ操作のための画面を生成させる処理を行った場合、そ
の生成された画面のデータを混合器１０７に送り、ＭＰＥＧデコーダ１０６が出力する映
像データに混合して、出力端子１３５から出力される映像信号が、対応した画面が表示さ
れる映像信号となるようにしてある。
【００２９】
このＧＵＩ操作のための画面以外でも、このハードディスク記録再生装置を備えた電子機
器１００で各種表示を行う必要がある場合には、コントローラ１２１が同様にその表示画
面のデータを生成させて、混合器１０７に送るようにしてある。これらの処理で表示され
る画面の例については、後述する。
【００３０】
またコントローラ１２１には、時計部１２４が接続してあり、時計部１２４で現在時刻（
年月日，時分秒）をカウントした結果をコントローラ１２１で随時判断するようにしてあ
る。この時計部１２４でカウントした日時をコントローラ１２１で判断して、予約された
録画の実行などを行うようにしてある。時計部１２４でカウントする時刻については、ユ
ーザ操作で設定や修正を行うようにしても良いが、地上波用チューナ１０１（又は接続さ
れたＣＳチューナ装置２００）で受信した信号に基づいて、時刻を自動修正するようにし
ても良い。
【００３１】
また本例のハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００は、電子機器１００の前
面パネル部に点灯手段としての３つの発光ダイオード１４１，１４２，１４３を組み込ん
であり、コントローラ１２１の制御に基づいた、点灯制御部１４０による駆動で、この３
つの発光ダイオード１４１～１４３の点灯が、個別に制御されるようにしてある。この３
つの発光ダイオード１４１～１４３は、例えば発光する色をそれぞれ異なる色に設定して
ある。本例の場合には、この３つの発光ダイオード１４１～１４３による発光で、新たな
録画（具体的にはシリーズ予約）があった場合に、そのことを告知する手段として使用す
る。
【００３２】
また本例のハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００は、メモリカードが着脱
自在に装着可能なカードスロット１２５を備え、カードスロット１２５に装着されたメモ
リカード１２６に記憶されたデータを、コントローラ１２１が読み出して、各種処理が行
えるようにしてある。例えば、装着されたメモリカード１２６に静止画像データや動画像
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データが記憶されている場合、その画像データをコントローラ１２１が読み出して混合器
１０７側に送り、この電子機器１００に接続されたテレビジョン受像機３００に表示させ
ることができる。或いは、メモリカード１２６から読み出したデータを、ハードディスク
１０５などに記録させても良い。
【００３３】
さらに本例のハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００は、インターネットに
接続するためのポート１３８を備えて、そのインターネット接続用ポート１３８で接続さ
れた通信手段を介したデータのやり取りが、インターフェース１２７を介してコントロー
ラ１２１で行えるようにしてある。
【００３４】
インターネット接続用ポート１３８については、例えばインターネット接続用のルータや
モデムと、所定のケーブルを介して接続できるようにしてある。このインターネット接続
用ポート１３８を介して所定のアドレスのサーバにアクセスして、電子番組データを取得
することもできる。
【００３５】
コントローラ１２１は、種々の処理により電子番組データを取得した場合に、その電子番
組データを、ハードディスク１０５の一部の領域に保存して、その保存されたデータを活
用して電子番組表の表示処理や、録画予約処理を行うようにしてある。コントローラ１２
１が取得される電子番組データとしては、内蔵された地上波用チューナ１０１で受信した
電子番組データと、接続されたＣＳチューナ装置２００からポート１３７を介して得られ
た電子番組データと、インターネットを介して取得した電子番組データの３種類があり、
どの電子番組データを使用するかが予め設定で決められる。
【００３６】
なお、コントローラ１２１には、不揮発性メモリ（図示せず）が接続してあり、各種設定
事項を記憶するようにしてある。また、録画予約の情報についても、この不揮発性メモリ
に記憶させる。但し、不揮発性メモリを設けないで、ハードディスク１０５の一部の記録
領域を代わりに使用しても良い。
【００３７】
次に、本例のハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００に接続されるＣＳチュ
ーナ装置２００の構成例を、図３を参照して説明する。
【００３８】
ＣＳチューナ装置２００は、衛星放送波を受信するパラボラアンテナ９２が接続してあり
、アンテナ９２のコンバータ９３から供給される信号の中から、受信するチャンネルのデ
ータが含まれるパケットをチューナ２０１で受信処理する。受信するパケットの選択は、
コントローラ２１０により制御される。チューナ２０１で受信されたパケットは、ＱＰＳ
Ｋ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）復調部２０２に供
給して、受信パケットのデータをＱＰＳＫ復調処理する。その復調されたデータを、エラ
ー訂正部２０３に供給して、エラー訂正処理を行う。
【００３９】
エラー訂正された受信データは、デマルチプレクサ２０４に供給し、受信パケットの中か
ら受信するチャンネルの映像データ，音声データ，その他のデータを抽出する。その他の
データとしては、例えば電子番組データがある。この抽出処理は、コントローラ２１０の
制御に基づいて実行され、データ処理に必要なデータの一時記憶を、接続したバッファメ
モリ２０５で行うようにしてある。
【００４０】
デマルチプレクサ２０４で抽出された映像データと音声データは、ＭＰＥＧデコーダ２０
６に供給し、ＭＰＥＧ－２方式で符号化された映像データと音声データをデコードする。
ＭＰＥＧデコーダ２０６でデコードされた映像データは、混合器２０７を介してＮＴＳＣ
エンコーダ２０８に供給し、ＮＴＳＣ方式のアナログ映像信号として、出力端子２２１に
供給する。デコードされた音声データについては、デジタル／アナログ変換器２０９でア
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ナログ音声信号に変換し、そのアナログ音声信号を出力端子２２２に供給する。この出力
端子２２１，２２２が、図１のケーブル８３，８４でハードディスク記録再生装置を備え
た電子機器１００に接続される端子に相当する。デマルチプレクサ２０４で抽出された電
子番組データについては、コントローラ２１０に送るようにしてある。
【００４１】
端子２２１から出力される映像信号については、コントローラ２１０で生成された各種案
内表示用の画像による映像信号である場合もある。即ち、コントローラ２１０で生成され
た案内表示用の画像データを、混合器２０７に供給して、ＭＰＥＧデコーダ２０６が出力
する映像データに重畳させて、ＮＴＳＣエンコーダ２０８に供給できる構成としてある。
この案内表示用の画像データとしては、例えば受信したチャンネルの信号に付加された電
子番組データに基づいた電子番組表を表示させる画像データがある。
【００４２】
また、本例のＣＳチューナ装置２００は、ハードディスク記録再生装置を備えた電子機器
１００と通信を行うためのデータ通信ポート２２３を備えている。このデータ通信ポート
２２３は、専用のケーブル（図１に示したケーブル８５）で、ハードディスク記録再生装
置を備えた電子機器１００側のデータ通信ポート１３７と接続される。このデータ通信ポ
ート２２３を使用して送るための放送データを、デマルチプレクサ２０４からインターフ
ェース２１１に送り、インターフェース２１１でポート２２３から出力させる形式のデー
タとして出力させるようにしてある。本例の場合には、受信した放送データが含まれるパ
ケットそのもの（即ち映像データ，音声データ，ＥＰＧデータなどが含まれたデータ）を
、ポート２２３からハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００側に送るように
してある。この電子機器１００側では、その伝送されたパケットデータの中から、ＥＰＧ
データだけを抽出するようにしてある。
【００４３】
また、データ通信ポート２２３を介してインターフェース２１１で、ハードディスク記録
再生装置を備えた電子機器１００側から送られたデータ（各種指令など）を受信した場合
には、そのデータをコントローラ２１０に送るようにしてある。コントローラ２１０から
インターフェース２１１を介してハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００側
にデータを送る場合もある。
【００４４】
ＣＳチューナ装置２００を操作する指令については、操作キーやリモートコントロール信
号の受信部（受光部）で構成される入力部２１２から供給される構成としてある。例えば
、図示しないリモートコントロール装置から赤外線信号で操作指令が入力部２１２に届く
と、その受信した指令をコントローラ２１０に送る。
【００４５】
また、このＣＳチューナ装置２００は、ユーザの登録情報や視聴記録などの受信契約に関
するデータを保持するＩＣカード２１３が装着される構成としてあり、このＩＣカード２
１３に記憶された情報に基づいて、コントローラ２１０が有料チャンネルの受信などの処
理を行うようにしてある。
【００４６】
さらに、このＣＳチューナ装置２００には、電話回線の接続端子２２４を備え、コントロ
ーラ２１０からインターフェース２１４を介して、端子２２４に接続された電話回線側に
、データを送ることができる。この電話回線を介して送るデータとしては、有料チャンネ
ルの視聴記録などの受信契約に関するデータがある。
【００４７】
なお、本例のＣＳチューナ装置２００は、既に説明したように、２つの放送サービス（Ｓ
ＫＹサービスとＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス）の受信が可能であり、それぞれの放送サー
ビス毎に受信する衛星が異なるが、「ＳＫＹサービス」のチャンネルを受信している状態
から、「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス」のチャンネルに切り換える場合（或いはその逆の
場合）には、チューナの構成上、衛星切換えのためのアンテナ切換え操作を行った後に、
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チャンネル切換え操作が必要な形式のＣＳチューナ装置と、チャンネル切換え操作だけで
放送サービスが自動的に切換わるＣＳチューナ装置の、２つの形式のものが存在する。ア
ンテナ切換え操作が必要な形式のＣＳチューナ装置は、比較的古い形式のＣＳチューナ装
置に多く存在する。
【００４８】
次に、以上説明した構成のハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００とＣＳチ
ューナ装置２００とを図１に示すように接続して、ハードディスク記録再生装置を備えた
電子機器１００で記録（録画）や再生を行うための処理について、図４～図８のフローチ
ャートと、図９以降の表示例を参照して説明する。これらの処理を行うためのユーザ操作
は、例えば、ハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００に付属するリモートコ
ントロール装置（図示せず）により行うものとする。具体的には、ハードディスク記録再
生装置を備えた電子機器１００の出力端子１３５から出力される映像（ＧＵＩ操作用の映
像）をテレビジョン受像機３００で表示させた状態で、リモートコントロール装置のカー
ソルキーや決定キーなどの操作で各項目の入力を行うようにしてある。図９以降の表示例
は、このＧＵＩ操作用の画面の例である。
【００４９】
本例のハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００での放送番組の録画としては
、既に説明したように、この電子機器１００に内蔵された地上波用チューナ１０１で受信
した地上波のテレビジョン放送番組の録画と、ＣＳチューナ装置２００で受信したＣＳ放
送波のテレビジョン放送番組の録画とがある。これらの放送番組の録画を行うために、ま
ずハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００でセットアップを必要とする。こ
のセットアップ処理は、コントローラ１２１の制御で実行され、そのセットアップされた
事項については、コントローラ１２１に接続された不揮発性のメモリ（図示せず）やハー
ドディスクなどに記憶（記録）される。
【００５０】
図４は、このセットアップ処理の一例を示したフローチャートである。まず、ハードディ
スク記録再生装置１００のコントローラ１２１は、セットアップ画面を表示させる選択が
ユーザの操作であるか否か判断する（ステップＳ１１）。このとき、セットアップ画面の
表示が選択されてない場合には、他の処理に移る。セットアップ画面の表示が選択された
場合には、セットアップ画面を表示させる。
【００５１】
図９は、このセットアップ画面の最初の表示例を示してあり、セットアップを行うメニュ
ーが表示されている。即ち、図９に示すように、画面の上側にセットアップとの表示１１
があり、左側にセットアップメニューの表示１２がある。ここでは、メニューの中のチャ
ンネル合わせ表示１２ａが選択された状態としてあり、そのチャンネル合わせ表示１２ａ
が選択されることで、右側にチャンネル合わせを行う項目の表示１３が行われる。
【００５２】
セットアップ画面が表示された状態で、その画面中に表示されたセットアップメニューの
中のチャンネル合わせが選択されたか否か判断する（ステップＳ１２）。チャンネル合わ
せが選択された場合には、さらに地上波のチャンネル合わせであるか、ＣＳチャンネルの
チャンネル合わせであるかが選択される（ステップＳ１３）。
【００５３】
図９に示すように、チャンネル合わせ表示１２ａを選択した状態では、チャンネル合わせ
を行う項目の表示１３として、〔地上波チャンネル〕，〔ＣＳチャンネル〕，〔地上波自
動チャンネル合わせ〕の３つの項目が表示される。
【００５４】
ここで、地上波の自動チャンネル合わせが選択された場合には、ユーザ操作で、このシス
テムが設置された地域毎に割当てられたコード番号（地域番号）を入力させる画面を表示
させて、その画面で地域番号を入力させる（ステップＳ１４）。図１１は、地域番号の入
力画面の例を示した図であり、地域番号を入力する表示領域１５が用意されている。
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【００５５】
その図１１に示した表示の中に地域番号が入力されると、その地域で受信できる地上波の
テレビジョン放送チャンネルの一覧を、画面に表示させる（ステップＳ１５）。なお、地
域番号毎に受信可能なチャンネル番号と放送局名のデータについては、この電子機器１０
０のコントローラ１２１に接続されたメモリなどに予め記憶させてある。
【００５６】
図１２は、地域番号の入力に基づいて表示される、受信チャンネルの確認画面の一例であ
る。ここでは、受信チャンネル番号の一覧表示１６と、表示されるチャンネル番号の一覧
表示１７と、放送局名の一覧表示１８とを行うようにしてある。一覧表示１７の中のチャ
ンネル番号を変更することで、実際に受信時に画面中に表示されるチャンネル番号を、受
信番号から変更することが可能である。このように変更できることで、いわゆるサテライ
ト局を受信する場合に表示されるチャンネル番号を、ユーザが覚えているチャンネル番号
に一致させることが可能になる。なお、地上波の場合には、ＥＰＧデータが送信されるチ
ャンネルが、各地域毎に予め決められた特定のチャンネルだけにしてあり、この地域番号
の入力でチャンネル設定を行った場合には、ＥＰＧデータを取得する際に受信するチャン
ネル番号も、予め用意されたデータに基づいて対応したチャンネル番号に自動的に設定さ
れるようにしてある。
【００５７】
図１２に示したように、表示された受信チャンネルの一覧表示をユーザが確認して、それ
で良い場合には、次の処理に移る。受信チャンネルの一覧表示をユーザが確認して、受信
できるチャンネルとして追加したいチャンネル、或いは削除したいチャンネルがある場合
には、対応したユーザ操作を行う。なお、図４のフローチャートでは示してないが、ステ
ップＳ１４に示した地域番号の入力ではなく、１局ずつユーザ操作で登録するチャンネル
を選択するようにしても良い。この１局ずつの登録時には、地上波のＥＰＧデータを取得
するチャンネルについてもユーザ操作で登録する必要がある。
【００５８】
ここまでの処理で選択された受信チャンネルが、コントローラ１２１の制御で、地上波用
チューナ２０１で受信できる地上波のチャンネルとなる。即ち、例えばリモートコントロ
ール装置のチャンネルアップキーやチャンネルダウンキーを操作した場合に、その選択さ
れた受信チャンネルの中で、チャンネル番号順などに受信チャンネルが変化する。
【００５９】
そして、地上波で受信するチャンネルの設定が終わると、その受信するチャンネルの中で
、自動録画を行うチャンネルとして登録するチャンネルを選択する画面を表示させる（ス
テップＳ１６）。ここでの自動録画は、その放送チャンネルの電子番組データをコントロ
ーラ１２１が判断して、予め決められ条件に一致する番組を探し出し、その捜し出した番
組の録画予約を自動的に行う処理である。予め決められ条件としては、例えば、電子番組
データで示される番組名や番組の案内文の中に、特定のキーワードが含まれる場合に、そ
の番組を自動的に録画予約して、その番組を自動的にハードディスクに録画させる処理で
ある。
【００６０】
図１３は、地上波の自動録画チャンネルの設定画面の例を示した図である。この例では、
表示チャンネル番号の一覧表示１９と、それに対応した放送局名の一覧表示２０と、各チ
ャンネル毎の自動録画の設定表示２１とを行うようにしてある。自動録画の設定表示２１
の中の、各チャンネル毎の表示を、自動録画するかしないか選択する操作を行うことで、
それぞれのチャンネル毎に設定ができる。
【００６１】
このステップＳ１６での表示に基づいて、受信チャンネルの中で自動録画を行うチャンネ
ルとして選択されたチャンネルについては、キーワードの指定などに基づいて、一定の条
件に合致する番組が見つかった場合には、コントローラ１２１はその番組の録画予約を自
動的に行う。また、ステップＳ１６での表示に基づいて、受信チャンネルの中で自動録画
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をしないチャンネルとして選択されたチャンネルについては、このような自動的な録画処
理を行わない。自動録画チャンネルとして選択されてないチャンネルについては、ユーザ
操作による録画（ここではこのような録画を自動録画と区別するために手動録画と称する
）は可能である。
【００６２】
また、ステップＳ１３で、ＣＳチャンネルのチャンネル合わせであると選択された場合に
は、コントローラ１２１は、受信するチャンネル番号の入力画面を表示させ、その入力画
面で受信するチャンネル番号をユーザ操作で入力させる。本例のハードディスク記録再生
装置を備えた電子機器１００は、この電子機器１００からＣＳチューナ装置２００側に受
信を指示することができるチャンネルとして、最大２０チャンネルを設定できるようにし
てある。この２０チャンネルは、ＣＳチューナ装置２００で受信可能な２つの放送サービ
スが混在しても良い。
【００６３】
図１４は、ＣＳチャンネルのチャンネル番号の入力画面の例である。この例では、チャン
ネル番号を入力できる領域の表示２２を、１つずつ順に表示させて、チャンネル番号の入
力が終わる毎に、その領域の表示２２を増やしていき、最大で２０個のチャンネル番号が
入力できるようにしてある。図１４の例では、各チャンネル番号は３桁の番号として示し
てある。
【００６４】
ステップＳ１７でのチャンネル番号の入力が行われて確定操作が行われると、その入力さ
れたチャンネル番号の放送局名の一覧を表示させる（ステップＳ１８）。このチャンネル
番号と放送局名の対応については、ハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００
内に予め記憶させても良いが、接続されたＣＳチューナ装置２００で受信したデータに基
づいて得るようにしても良い。このステップＳ１８の一覧で表示されたＣＳ放送の受信チ
ャンネルが、本例のハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００で電子番組デー
タに基づいて録画予約が可能なチャンネルになる。
【００６５】
図１５は、ＣＳチャンネルのチャンネル番号の放送局名の一覧の表示例である。ここでは
、受信チャンネル番号の一覧表示２４と、対応した放送局名の一覧表示２５と、放送サー
ビスの一覧表示２６とを行うようにしてある。既に説明したように、本例のＣＳチューナ
装置２００で受信できる放送サービスには、２種類のサービスがあり、その放送サービス
毎に電波を送信（中継）している通信衛星が異なる。
【００６６】
ステップＳ１８でのＣＳ放送の受信チャンネルの一覧表示をユーザが確認すると、次に、
ＣＳ放送の受信チャンネルの中で、自動録画を行うチャンネルとして登録するチャンネル
を選択する画面を表示させる（ステップＳ１９）。ここでの自動録画は、地上波での自動
録画と同じであり、その放送チャンネルの電子番組データをコントローラ１２１が判断し
て、予め決められ条件に一致する番組を探し出し、その捜し出した番組の録画予約を自動
的に行う処理である。
【００６７】
図１６は、ＣＳチャンネルの自動録画チャンネル設定の表示例である。ここでは、受信チ
ャンネル番号の一覧表示２７と、対応した放送局名の一覧表示２８と、各チャンネル毎の
自動録画の設定表示２９とを行うようにしてある。自動録画の設定表示２９の中の、各チ
ャンネル毎の表示を、自動録画するかしないか選択する操作を行うことで、それぞれのチ
ャンネル毎に設定ができる。
【００６８】
ステップＳ１９での表示に基づいて、受信チャンネルの中で自動録画を行うチャンネルと
して選択されたＣＳチャンネルについては、キーワードの指定などに基づいて、一定の条
件に合致する番組が見つかった場合には、コントローラ１２１はその番組の録画予約を自
動的に行う。また、ステップＳ１９での表示に基づいて、受信チャンネルの中で自動録画
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をしないチャンネルとして選択されたＣＳチャンネルについては、このような自動的な録
画処理を行わない。自動録画チャンネルとして選択されてないチャンネルについては、電
子番組表を表示させながら、そのユーザ操作により録画する番組を選択する手動録画は可
能である。
【００６９】
また、ステップＳ１２で、セットアップ画面からチャンネル合わせ以外の項目が選択され
たと判断した場合には、ＣＳ放送の受信に関する設定（但しチャンネル設定以外）が選択
されたか否か判断し（ステップＳ２０）、ＣＳ放送の受信設定である場合には、該当する
項目を入力させる画面を表示させる（ステップＳ２１）。
【００７０】
図１０Ａは、ＣＳ放送の受信設定に関するセットアップメニューの表示例である。この例
では、メニュー表示１２の中から、ＣＳ設定表示１２ｂを選択した場合としてあり、画面
の右側に、ＣＳ設定に関する詳細の一覧表示１４が行われている。このＣＳ設定を選択し
決定したときはカーソルは詳細の一覧表示１４の最上位置に移動する。この詳細の一覧表
示１４を順に説明すると、ＣＳ機能のオン・オフの表示１４ａと、接続されるＣＳチュー
ナ装置２００の製造メーカー名の表示１４ｂと、衛星切換え送信のオン・オフの表示１４
ｃと、チューナ電源制御が連動か非連動かの表示１４ｄと、サービスＡで電子番組表を表
示させるためのＥＰＧデータを取得するチャンネル番号の表示１４ｅと、サービスＢで電
子番組表を表示させるためのＥＰＧデータを取得するチャンネル番号の表示１４ｆと、Ｅ
ＰＧデータを取得する希望の時刻の表示１４ｇとを行うようにしてある。
【００７１】
この図１０Ａに示したＣＳ放送の受信設定画面が表示された状態で、カーソルキーにより
それぞれの表示項目を選択して、変更させる操作を行うことで、ユーザの好みの設定状態
とすることができる。具体的な各項目について説明すると、ＣＳ機能の「入」の表示１４
ａで、ＣＳ機能を「入」とすることで、接続されたＣＳチューナ装置２００のコントロー
ルが可能になり、「切」とすることで、このようなコントロールを行わない状態となる。
通常は「切」の状態であり、この「ＣＳ機能入」を選択し、決定したときのみ、この「入
」の状態となる。接続されるＣＳチューナ装置２００の製造メーカー名の表示１４ｂで、
接続されたＣＳチューナ装置２００の製造メーカー名を正しく設定することで、正しいＣ
Ｓチューナ装置の動作制御が可能になる。
【００７２】
衛星切換え送信の「する」の表示１４ｃで、図１０Ｂに示す如く「する」を選択し、決定
することで、ＣＳ放送サービスが異なるチャンネルにチャンネル切換えを行う場合に、衛
星切換え指令がＣＳチューナ装置２００に送られ、受信アンテナが切換えられ、その後チ
ャンネル番号の指令が送られるようになる。「しない」と設定した場合には、ＣＳ放送サ
ービスが異なるチャンネルにチャンネル切換えを行う場合であっても、衛星切換え指令を
送ることなく、直接チャンネル番号の指令が送られるようになる。通常は「しない」状態
であり、この「衛星放送切換え送信する」を選択し、決定したときのみ上述「する」状態
となる。なお、衛星切換え指令を出力させる場合には、その衛星切換え指令を出力してか
ら、チャンネル番号の指令を送るまでに、数秒の間、例えば６秒間かかる。
【００７３】
チューナ電源制御が連動か非連動かの表示１４ｄで、「連動」と設定した場合には、ハー
ドディスク記録再生装置を備えた電子機器１００がＣＳチューナ装置２００を作動させる
必要がある場合だけ、ＣＳチューナ装置２００の電源をオン状態とし、その他の場合には
オフ状態（或いはスタンバイ状態）とするようにしてある。「非連動」と設定した場合に
は、ハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００からＣＳチューナの電源の制御
は行わない。従って、「非連動」と設定した上でＣＳチャンネルの録画予約などを行う場
合には、ＣＳチューナ装置２００の電源を常時オン状態にしておく必要がある。通常は「
連動」状態であり、「チューナ電源制御非連動」を選択し、決定したときのみ上述の「非
連動」の状態となる。
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【００７４】
サービスＡで電子番組表を表示させるためのＥＰＧデータを取得するチャンネル番号の表
示１４ｅと、サービスＢで電子番組表を表示させるためのＥＰＧデータを取得するチャン
ネル番号の表示１４ｆについては、それぞれのサービスで最も電子番組データが良好に取
得できるチャンネル番号を予め設定してある。本例の場合には、それぞれのサービス毎に
用意されたプロモーションチャンネルのチャンネル番号を、このハードディスク記録再生
装置を備えた電子機器１００の出荷時に設定してある。但し、プロモーションチャンネル
のチャンネル番号は変更される可能性があるので、そのような場合には、表示１４ｅ又は
表示１４ｆに表示されたチャンネル番号を変更するようなユーザ入力を行う。
【００７５】
ＥＰＧデータを取得する希望の時刻の表示１４ｇについては、ＣＳチャンネルのＥＰＧデ
ータを取得を開始する時刻が表示されるようにしてある。ＣＳチャンネルのＥＰＧデータ
は、基本的に放送サービスを行っている時間内であれば、何時でも取得可能であるが、Ｅ
ＰＧデータの取得には、比較的長い時間が必要であり、そのＥＰＧデータの取得時間は、
できる限り録画予約された時間などと重ならないようにする必要があり、基本的にユーザ
が必要とする番組が放送される可能性の少ない時間を設定するのが好ましい。
【００７６】
なお、画面の例は示さないが、地上波のＥＰＧデータについても、地上波の放送の設定画
面で、取得する時刻の表示を行って、設定（変更）できるようにしてある。但し、地上波
のＥＰＧデータは、現状では予め決まった時間に、１日数回だけ送信するようにしてあり
、その数回の送信時間の中からだけ選択できるようにしてある。また、ＣＳチャンネルの
ＥＰＧデータとして設定できる時間帯は、この地上波のＥＰＧデータの取得時間帯は避け
るようにしてある。
【００７７】
ここで、図１０Ａの表示例のＥＰＧデータを取得するチャンネル番号の表示１４ｅ，１４
ｆを変更する場合の、コントローラ１２１での処理例を、図５のフローチャートを参照し
て説明する。まず、図１０Ａに示したセットアップメニューを表示させた状態で、「ＳＫ
Ｙサービス」のＥＰＧデータの取得チャンネルを変更させる入力があるか否か判断し（ス
テップＳ３１）、該当する入力がない場合には、「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス」のＥＰ
Ｇデータの取得チャンネルを変更させる入力があるか否か判断する（ステップＳ３２）。
いずれかのサービスのＥＰＧデータの取得チャンネルの変更入力があると、変更されたチ
ャンネル番号を、該当するサービスでのＥＰＧデータの取得時に受信させるチャンネルと
して登録して、不揮発性メモリ又はハードディスクに記憶させ（ステップＳ３３）、表示
１４ｅ又は１４ｆとして表示されるチャンネル番号を、その登録させたチャンネル番号に
変更させる。
【００７８】
このようにして、電子番組表のデータを取得するチャンネル番号が変更できることで、放
送サービス側でプロモーションチャンネルのチャンネル番号などに変更があった場合でも
、ユーザ操作で簡単に対処することができる。
【００７９】
なお、本例のハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００については、インター
ネットに接続可能であり、またＣＳ放送としてＣＳチューナ装置２００で受信して供給さ
れるデータで、放送データに付加された各種制御データを得ることも可能であり、これら
の処理で、電子番組表のデータを取得するチャンネル番号を変更させる指令を含むソフト
ウェアを、放送局などからハードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００に送るこ
とも可能である。このように、自動的にチャンネル番号を変更させることで、プロモーシ
ョンチャンネルのチャンネル番号などに変更があった場合でも、ユーザ操作が不要になる
。
【００８０】
次に、図６のフローチャートを参照して、電子番組表を表示させるＥＰＧデータを取得す
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る時刻の設定を行う際の、コントローラ１２１での処理例を説明する。まず、ＥＰＧデー
タの取得時間の変更操作があると、地上波のＥＰＧデータの取得時間の変更の操作である
か否か判断する（ステップＳ３５）。ここで、地上波のＥＰＧデータの取得時間の変更の
場合には、予めＥＰＧデータが送信されることが決められた複数の時間だけを候補として
表示させて、その候補時間の中だけから、いずれか１つが選択できるようにしてある（ス
テップＳ３６）。設定画面では、例えばＥＰＧデータの取得を開始させる時刻だけを表示
させるようにしてあるが、実際にはＥＰＧデータの取得に比較的長い時間が必要である。
そして次に、ＣＳチャンネルのＥＰＧデータの取得時間の変更の操作であるか否か判断す
る（ステップＳ３７）。ＣＳチャンネルのＥＰＧデータの取得時間の変更の場合には、地
上波のＥＰＧデータを取得する時間帯と重ならない時間帯の中から、複数の候補となる時
間を表示させて、その候補時間の中から、いずれか１つが選択できるようにしてある（ス
テップＳ３８）。
【００８１】
そして、ここまでＥＰＧデータの取得時間の設定が行われると、そのとき設定された取得
時間帯と重なる時間の録画予約が存在するか否か判断する（ステップＳ３９）。ここで、
取得時間と重なる時間の録画予約がある場合には、録画予約が重なることを示す警告の表
示を、そのときのセットアップ画面上に重ねて行うようにしてある（ステップＳ４０）。
【００８２】
このＥＰＧデータの取得時間帯と録画予約とが重なることを警告表示から確認したユーザ
は、ＥＰＧデータの取得時間を変更したり、或いは録画予約時間を変更することで、正し
く作動しない不具合を回避できる。
【００８３】
次に、このようにしてハードディスク記録再生装置１００でのセットアップが完了した後
に、実際にＥＰＧデータを取得する処理について説明する。まず、コントローラ１２１の
制御で、地上波のＥＰＧデータを取得する処理を、図７のフローチャートを参照して説明
する。
【００８４】
コントローラ１２１は、時計部１２４がカウントする時刻から、地上波のＥＰＧデータを
取得する時刻になったか否か判断し（ステップＳ４１）、地上波のＥＰＧデータを取得す
る時刻になるまで待機する。そして、地上波のＥＰＧデータを取得する時刻になったと判
断した場合に、予め登録された地上波のＥＰＧデータを取得するチャンネルを、地上波用
チューナ１０１で受信させる（ステップＳ４２）。その受信で、ＥＰＧデータの取得を行
う（ステップＳ４３）。この取得処理を開始して、１単位のＥＰＧデータを全て取得でき
たか否か判断し（ステップＳ４４）、取得が完了するまで行う。本例の場合には、その地
域で放送される全てのチャンネル（但しＥＰＧデータがない一部のチャンネルを除く）に
ついての、当日から１週間先までの電子番組表のデータを取得する。
【００８５】
そして、その１単位のＥＰＧデータを全て取得できた場合には、その取得されたＥＰＧデ
ータを、ハードディスクに保存させる（ステップＳ４５）。なお、ハードディスクへの保
存は、データの取得と並行して、逐次行っても良い。
【００８６】
そして、ハードディスクに保存されたＥＰＧデータを、この記録再生装置を備えた電子機
器１００で利用しやすい形態のデータ構造とする整理処理を行い（ステップＳ４６）、地
上波のＥＰＧデータ取得処理を終了する。
【００８７】
なお、この図７のフローチャートに示した地上波のＥＰＧデータの取得処理は、地上波の
放送データに付加されたＥＰＧデータを取得する処理であるが、これとは別に、本例のハ
ードディスク記録再生装置を備えた電子機器１００は、インターネットに接続できる構成
としてあり、インターネットを経由して所定のサーバにアクセスして、そのサーバから送
られたＥＰＧデータを蓄積させることもできる。このインターネットを経由して取得した
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ＥＰＧデータであっても、放送波から抽出されたＥＰＧデータであっても、後述する録画
予約などは同じように実行できる。但し、後述するキーワード検索などを行うためには、
詳しい番組案内情報が必要であり、より詳しいデータで構成されたＥＰＧデータを利用す
る方が好ましい。
【００８８】
次に、コントローラ１２１の制御で、ＣＳ放送のＥＰＧデータを取得する処理を、図８の
フローチャートを参照して説明する。
【００８９】
コントローラ１２１は、時計部１２４がカウントする時刻から、ＣＳ放送のＥＰＧデータ
を取得する時刻になったか否か判断し（ステップＳ５１）、ＣＳ放送のＥＰＧデータを取
得する時刻になるまで待機する。そして、ＣＳ放送のＥＰＧデータを取得する時刻になっ
たと判断した場合に、現在、接続されたＣＳチューナ装置２００の電源がオンか否か判断
し（ステップＳ５２）、ＣＳチューナ装置２００の電源がオン状態でない場合には、ＣＳ
チューナ装置２００をオンさせる指令をＣＳチューナ装置２００に送る（ステップＳ５３
）。なお、ステップＳ５２での電源オン状態の判断については、ＣＳチューナ装置２００
との通信で、ＣＳチューナ装置２００の状態が検出できる場合には、その検出処理を行え
ば良い。また、ＣＳチューナ装置２００の状態が検出できない場合には、現在、ＣＳチュ
ーナ装置２００から受信データなどが供給される場合に、電源オン状態と判断し、受信デ
ータが供給されない場合に、電源オン状態でないと判断する。また、ＣＳチューナ装置２
００の電源を非連動と設定してある場合には、ステップＳ５２，Ｓ５３での処理は必要な
い。
【００９０】
そして、ステップＳ５２で電源オンと判断した後、及びステップＳ５３で電源オン指令を
送った後に、予め登録されたサービスＡ又はサービスＢのプロモーションチャンネルを受
信させるチャンネル切換え指令を送る（ステップＳ５４）。ここで受信するサービスは、
例えば登録された受信チャンネルの中の最もチャンネル番号が小さいものから順に受信す
るとすると、その最もチャンネル番号が小さいチャンネルが属するサービスとする。ここ
では、チャンネル番号順に受信するものとして以下説明する。
【００９１】
従って、最もチャンネル番号の小さいチャンネルについてのＥＰＧデータを取得する処理
を行い（ステップＳ５５）、そのチャンネル番号についての、当日から１週間先までの電
子番組表のデータが取得できたか否か判断する（ステップＳ５６）。１つのチャンネルの
１週間分の電子番組表のデータを取得するのには、例えば約１分必要であり、該当するチ
ャンネルの１週間分の電子番組表のデータが取得できるまでステップＳ５５での取得処理
を行う。該当するチャンネルの１週間分の電子番組表のデータが取得できたら、その１週
間分のＥＰＧデータを、ハードディスクに保存させる（ステップＳ５７）。
【００９２】
そして次に、登録された受信チャンネルの中の次に小さなチャンネル番号が、直前にＥＰ
Ｇデータを取得したチャンネル番号と同じ放送サービスのチャンネルであるか否か判断し
（ステップＳ５８）、違う放送サービスである場合には、別の放送サービスのプロモーシ
ョンチャンネルの受信に切換えさせる（ステップＳ５９）。ここで、衛星切換え操作が必
要なＣＳチューナ装置が接続されている場合には、衛星切換え指令を送ってから、チャン
ネル切換え指令を送る必要がある。
【００９３】
そして、ステップＳ５８で同じ放送サービスであると判断した場合、及びステップＳ５９
の処理が行われた後に、そのときに取得するチャンネルについてのＥＰＧデータを取得す
る処理を行い（ステップＳ６０）、そのチャンネル番号についての、当日から１週間先ま
での電子番組表のデータが取得できたか否か判断する（ステップＳ６１）。該当するチャ
ンネルの１週間分の電子番組表のデータが取得できたら、その１週間分のＥＰＧデータを
、ハードディスクに保存させる（ステップＳ６２）。
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【００９４】
このステップＳ５８からステップＳ６２までの処理は、受信することが登録されたチャン
ネルがある限り繰り返し行う。本例の場合には、最大で登録できるＣＳ放送のチャンネル
数は２０個であるので、２０回ＥＰＧデータの取得処理が行われる。登録された全てのチ
ャンネルについてＥＰＧデータが取得できてハードディスクに保存できた場合、ＣＳチュ
ーナ装置２００に電源オフとする指令を送り（ステップＳ６３）、ＣＳチューナ装置２０
０をスタンバイ状態とする。但し、ＣＳチューナ装置２００の電源を非連動と設定してあ
る場合には、ステップＳ６３での処理は必要ない。
【００９５】
その後、ハードディスクに保存されたＥＰＧデータを、このハードディスク記録再生装置
を備えた電子機器１００で利用し易いデータ形式とするデータ整理処理を行い（ステップ
Ｓ６４）、ここでのＣＳ放送のＥＰＧデータの取得処理を終了する。１つのＣＳチャンネ
ルについてのＥＰＧデータの取得に、約１分必要であるとすると、最大２０チャンネルの
登録が可能であるので、最大約２０分受信に必要で、その後のステップＳ６４でのデータ
整理に、例えば約１０分必要で、合計で約３０分程度の時間が必要となる。
【００９６】
斯かる、本例によれば、ＣＳチューナ装置２００に衛星切換え信号を送信するかしないか
を選択できるようにしたので、所謂シームレス選局ができるようにしたＣＳチューナ装置
を接続したときには衛星切換え信号を送信しないようにすれば、この所謂シームレス選局
ができるＣＳチューナ装置の利点を生かすことができ、例えば「ＳＫＹサービス」のチャ
ンネルから「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス」のチャンネルに選局したとき又は「Ｐｅｒｆ
ｅｃｔＴＶサービス」のチャンネルから「ＳＫＹサービス」のチャンネルに選局したとき
も所望チャンネルを即座に視聴することができる。
【００９７】
また受信アンテナの切換を必要とするＣＳチューナ装置を接続したときには衛星切換え信
号を送信するようにすれば例えば「ＳＫＹサービス」及び「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス
」の両方のサービスを受けることができる。
【００９８】
尚上述例では、ハードディスクを記録媒体として使用した記録再生装置を備えた電子機器
に適用した例につき述べたが、その他の各種記録（記憶）媒体を使用した記録装置を備え
た電子機器に適用しても良い。
【００９９】
また上述例ではＣＳチューナ装置２００を使用した例につき述べたが、この代わりに、そ
の他の衛星よりの衛星放送を受信する衛星放送受信チューナ装置であっても良い。
【０１００】
また本発明は上述例に限ることなく本発明の要旨を逸脱することなく、その他種々の構成
が採り得ることは勿論である。
【０１０１】
【発明の効果】
　本発明によれば、ＣＳチューナ装置に衛星切換え信号を送信するかしないかを選択でき
るようにするとともに、各々の衛星よりの衛星放送について電子番組表を表示させるため
のＥＰＧデータを取得するチャンネル番号と、ＥＰＧデータを取得する時刻と、所定の条
件に一致する番組の自動録画予約を行うチャンネルとを選択できるようにした。そして、
選択された時刻に選択されたＥＰＧデータを取得するチャンネル番号について順次ＥＰＧ
データを取得する処理であって、直前にＥＰＧデータを取得したチャンネル番号とは異な
る衛星よりの衛星放送のチャンネル番号についてＥＰＧデータを取得する際にはその異な
る衛星よりの衛星放送のチャンネル番号への切換えを行う処理と、選択された自動録画予
約を行うチャンネルについて、取得したＥＰＧデータに基づいて所定の条件に一致する番
組の録画予約を行う処理と、選択された時刻が既に録画予約を行った番組の時刻と重なる
場合に、操作画面上に警告表示を行う処理とが行われるようにしたので、所謂シームレス
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いようにすれば、この所謂シームレス選局ができるＣＳチューナ装置の利点を生かすこと
ができ、ＥＰＧデータを取得する処理において例えば「ＳＫＹサービス」のチャンネルか
ら「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス」のチャンネルに切換えるとき又は「ＰｅｒｆｅｃｔＴ
Ｖサービス」のチャンネルから「ＳＫＹサービス」のチャンネルに切換えるときにも衛星
切換え信号を送信することなく切換えを行うことができる。
【０１０２】
　また衛星切換え信号の送信を必要とするＣＳチューナ装置を接続したときには衛星切換
え信号を送信するようにすれば、ＥＰＧデータを取得する処理において例えば「ＳＫＹサ
ービス」のチャンネルから「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス」のチャンネルに切換えるとき
又は「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス」のチャンネルから「ＳＫＹサービス」のチャンネル
に切換えるときに衛星切換え信号を送信することができるので、「ＳＫＹサービス」及び
「ＰｅｒｆｅｃｔＴＶサービス」の両方のチャンネルのＥＰＧデータを取得することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明電子機器の実施の形態の例によるシステム構成を示す説明図である。
【図２】本発明電子機器の実施の形態の構成例を示すブロック図である。
【図３】チューナ装置の構成例を示すブロック図である。
【図４】図１例によるセットアップ処理例を示すフローチャートである。
【図５】図１例による番組表取得チャンネル変更処理例を示すフローチャートである。
【図６】図１例によるＥＰＧデータ取得時間設定処理例を示すフローチャートである。
【図７】図１例による地上波の番組表取得処理例を示すフローチャートである。
【図８】図１例によるＣＳ放送の番組表取得処理例を示すフローチャートである。
【図９】図１例によるセットアップメニューの表示例を示す説明図である。
【図１０】本発明によるセットアップメニューの表示例を示す説明図である。
【図１１】図１例による地上波チャンネル設定時の表示例を示す説明図である。
【図１２】図１例による地上波チャンネル確認時の表示例を示す説明図である。
【図１３】図１例による地上波チャンネル自動録画チャンネル設定時の表示例を示す説明
図である。
【図１４】図１例によるＣＳ放送チャンネル設定時の表示例を示す説明図である。
【図１５】図１例によるＣＳ放送チャンネル確認時の表示例を示す説明図である。
【図１６】図１例によるＣＳ放送チャンネル自動録画チャンネル設定時の表示例を示す説
明図である。
【符号の説明】
９１…地上波用アンテナ、９２…衛星用パラボラアンテナ、９３…コンバータ、９１～９
８…接続ケーブル、１００…電子機器、１０１…地上波用チューナ、１０２…ＭＰＥＧエ
ンコーダ、１０２ａ…アナログ／デジタル変換器、１０３…記録再生処理部、１０４…バ
ッファメモリ、１０５…ハードディスク、１０６…ＭＰＥＧデコーダ、１０７…混合器、
１０８…ＮＴＳＣエンコーダ、１０９…デジタル／アナログ変換器、１１０…切換スイッ
チ、１２１…コントローラ、１２２…インターフェース、１２３…入力部、１２４…時計
部、１２５…カードスロット、１２６…メモリカード、１２７…インターフェース、１３
１，１３２，１３３，１３４…入力端子、１３５，１３６…出力端子、１３７…データ通
信ポート、１３８…インターネット接続用ポート、１４０…点灯制御部、１４１，１４２
，１４３…発光ダイオード、２００…ＣＳチューナ装置、２０１…チューナ、２０２…Ｑ
ＰＳＫ復調部、２０３…エラー訂正部、２０４…デマルチプレクサ、２０５…バッファメ
モリ、２０６…ＭＰＥＧデコーダ、２０７…混合器、２０８…ＮＴＳＣエンコーダ、２０
９…デジタル／アナログ変換器、２１０…コントローラ、２１１…インターフェース、２
１２…入力部、２１３…ＩＣカード、２２１，２２２…出力端子、２２３…データ通信ポ
ート、３００…テレビジョン受像機
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